
自治事務 法定受託事務

■職員□一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計

令和7年1月17日（金）

令和9年度

■ □

5,457,000 5,253,000

協働推進課 担当係 協働推進係 管理番号 10131婚活応援事業

みんなで創る協働のまち

移住定住の推進

令和7年度

総務費

330,490

ふかやえんむすびネット
ワークの運用、出会いサ
ポートセンター「恋た
ま」出張登録・相談会の
実施

0

24,951,644

9,698,644.00

1.16

329,540

0

329,540

令和5年度 令和6年度

25,155,644

9,698,644.00

大項目

小項目

6

「出会いの応援」は少子化対策に必要不可欠であると考え、市内の団体等が企画する婚活イベント等について、情報
共有や支援を実施し、独身者の婚活を応援するものである。

県支出金 0 0 10,000,000 10,000,000

企画費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

総務管理費

独身者

事務事業

1

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0 0 0 0

371,000

0 0

329,540

区分

事務事業評価表
１．基本事項

1.16 1.16

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

婚活応援事業

独身者の婚活を応援し、出会いの場を増加する

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

婚活イベントの情報共有・発信

成果
※何を求めるか

婚活イベント等への参加者数の増加

中項目 2 将来に向けた持続可能なまちづくり

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

9,380,481 9,621,332

9,049,991.00 9,291,792.00

1.15

0事
業
費 地方債

年度別計画

421,000 15,457,000

0

決算額

国支出金

330,490

0

ふかやえんむすびネット
ワークの運用、出会いサ
ポートセンター「恋た
ま」出張登録・相談会の
実施

えんむすびネットワーク
の運用、「恋たま」出張
登録・相談会の実施・結
婚新生活支援事業

えんむすびネットワーク
の運用、「恋たま」出張
登録・相談会の実施・結
婚新生活支援事業

15,253,000

0

作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

ふかやえんむすびネットワークの運用

出会いサポートセンター「恋たま」出張登録・相談会の実施

執行体制

項 目



初年度登録目標者数６０人を基準に、毎年前年の２割増加　/　実績値（年度末現在）

団体

100.00

現状維持を図る

172.00 224.00

57.00 74.00
人

444.00

令和
7年度

令和
8年度

117.00

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

ＨＰ・ＳＮＳ等による情報発信数/実績値（単年度）

初年度登録目標者数２０人を基準に、毎年前年の３割増加　/　実績値（年度末現在）

ＬＩＮＥ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ登録者数　

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

148.00

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 協働推進係長　田中　信江

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

　ＨＰ、ＳＮＳを活用し情報発信をしており、また恋たま出張登録会の予
約もネット予約方式を採用しておりＩＣＴを活用している。

A

A

　恋たま登録者数は前年比１２０％、恋たま女性登録者は前年比１３０％
と実績が伸びている。恋たま女性登録割合は昨年度３８％から４１％へ上
昇し年々増加している。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 協働推進係長　田中　信江

　新型コロナウイルス感染症５類移行にともない少しずつ婚活イベントが
増え情報を発信した。恋たま出張登録会は会員市町村が増えたため年１２
回開催から９回開催へ減少となった。

情報発信した婚活イベントについての参加率（参加者数÷定員×１００）

実績値の算出式

36.00 36.00

76.98
％

人

実績値

目標値

実績値

目標値

成果指標３

537.00

実績値の算出式

124.00

実績値

目標値

成果指標１

成果指標２

単
位

件

３．評価指標

評価評価の観点区分

77.59

1,281.00 1,579.00
人

成果指標５

目標値

実績値

区分

婚活関係情報（イベント・セ
ミナー）の発信件数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

ふかやえんむすびネットワー
ク登録団体数

情報へのアクセス登録者数

目標値

実績値

婚活イベント参加率

恋たま総登録者数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

恋たま女性登録者数

成果指標４

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

B活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所



□ ①拡充,重点化(コスト投入) □委託化等の検討

■ ②現状のまま継続 □成果向上のための改善

□ ③見直して継続 □効率化のための改善

□ ④目的達成による終了 □事業規模の縮小

□ ⑤廃止を検討 □他の事務事業と統合

協働推進係 管理番号

令和7年度以降に取り組む
改善・改革案・今後の課題

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

　恋たま女性登録者数が224人と目標をクリアしているものの、男性登録者313人と比較すると増
加の余地があると考えられることから、女性登録者数を増やす取り組みを進めていく。

７．改善改革プラン・今後の課題

令和6年度に実施する
改善・改革案

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

　恋たま出張登録・相談会の参加者数を増加させるため、引き続き参加者へのインセンティブ与
える展開を行っていく。（個別パーソナルカラー診断）

８．評価指標グラフ

恋たま出張登録会・相談会の参加者をさらに増加させるため、引き続き参加者へのインセンティ
ブを与える展開を行っていく（個別パーソナルカラー診断）。

６．所属長評価（今後の方向性）

５．前年度改善改革プラン達成状況

　埼玉県の公的な結婚支援センターである恋たま出張登録・相談会や民間
等が主催する婚活事業に協力を行うことで、効率的な婚活支援が展開でき
ている。

令和4年度の評価を受けて
設定した改善・改革案

達成状況及び
その効果

　恋たま総登録者数は目標を達成し、順調に「出会いの応援」の提供ができている。

評価者 協働推進課長　笠原　毅

評価の内容説明

10131事務事業 婚活応援事業 担当課 協働推進課 担当係

区分 成果指標１ 指標名 ふかやえんむすびネットワーク登録団体数

区分 成果指標２ 指標名 情報へのアクセス登録者数
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上記を実施するための具体的な取組内容は？


